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Let’s合!勢和!!
農村型地域運営組織（農村RMO）とは

人口減等により弱体化する集落機能を保全する
協議会組織のことです。

勢和地域では令和4年度に（一社）ふるさと屋を
事務局とする「農村RMO形成推進事業」が選定され、

農地の保全や住民の生活支援、
地域を活性化させるための仕組みづくりに

取り組んでいます。
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開始から2年目を迎える勢和農村RMO協議
会の事業状況についてご報告します。

1年目の基礎調査に基づいた
5つのプロジェクトを検証中！

昨年度は調査を実施し、今年度は調査に基づいた
計画づくりと小さな実証を実施しています。

　勢和でお米がや大豆が
育てられるようになった
立梅用水の歴史を背景に、
米や醤油、大豆を使った
おやつづくりの体験に挑
戦しています。
　その他の体験について
も様々な団体と協力しな
がら今後増やしていきたいと考えています。

❶体験プログラムづくりプロジェクト

　遊休農地と野菜づくりをしたい方をつなげるため、
地域の野菜作りの名人を先生役として迎えながら共
働で野菜づくりを行い、小さな農地活用としての可
能性を実証中です。今年は波多瀬地区で行っていま
して、来年度は違う地区でもう1箇所できないか検
討しているところです。

❷ユニバーサル農地づくりプロジェクト

　今年度の夏に勢和中学校と三重大学と一緒に、丹
生地区のメダカ池で水中生物の調査を実施しました。
調査によって判明した水中生物を３０種類の生き物
カードとして整理し、夏の観察会のイベントでは参
加者が見つけた生物と同じカードを交換できる仕組
みを取り入れてみたところ、大変好評でした。
　カードは生物の種類ご
とに色分けする等、わか
りやすい工夫をすること
で、更に興味を持ってい
ただけるよう配慮してい
ます。今年度は冬にも実
施する予定としています。

❸生態系・農村風景保全プロジェクト

❹視察プログラム連携プロジェクト
　勢和地域には各地から
視察に訪れる事業者や団
体が多くあるため、今後
連携することでより満足
度の高い視察プログラム
を運営していきたいと考
えています。現在は、それぞれの視察受け入れの現
状について調査している段階です。

❺特定地域づくり事業協同組合プロジェクト

　年間を通じて複数の事業所で仕事をする新しい働
き方を勢和に広め、人材が不足している地域づくり
事業の支えていくことを目的に検証を進めています。
現在、全国に97組合が設立されています。

更に今年度のワークショップから生まれた
プロジェクトも来年度に向けて準備中 !!

裏面に続く




	表面 [RMO7号]
	A4たて_裏面 [RMO7号outline] 

